
謝
霊
運
の

『
山
居
賦
』

に
つ
い
て

宋
の
景
子
元
年
(
四
二
三
)
獄
、
謝
霊
運
は
故
郷
の
会
稽
始
寧
県
に

隠
退
し
、
そ
の
地
に
山
居
を
は
じ
め
た
。
中
央
を
出
さ
れ
、
、
季
最
郡

守
に
着
任
し
て
か
ら
、
わ
ず
か
に
一
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
行

(
1
)
 

為
が
奇
矯
な
も
の
だ
っ
た
こ
と
は
、
『
宋
室
田
』
本
伝
に
、

在
郡
一
一
問
、
都
疾
去
職
。
従
弟
晦
・
擢
・
弘
徴
等
並
奥
書
止
之
、

不
従
。

や
ま

(
郡
に
在
る
こ
と
一
回
州
、
疾
ひ
と
称
し
て
職
を
去
る
。
従
弟
晦
・
躍
・
弘

徴
ら
、
並
び
て
書
を
与
へ
て
こ
れ
を
止
む
る
も
、
従
は
ず
。
)

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
想
像
で
き
る
。
諮
霊
遠
の
資
性
は

ハ
2
)

「
椀
激
」
(
狭
く
激
し
や
す
い
)
だ
っ
た
と
い
う
が
、
永
嘉
へ
の
左
遷
と

い
う
情
況
の
も
と
で
も
、
そ
れ
は
変
ら
な
か
っ
た
。

(
3
)
 

困
難
を
増
し
て
ゆ
く
政
治
的
立
場
に
追
わ
れ
、
そ
れ
以
上
に
「
編

激
」
な
自
己
の
資
性
に
ふ
り
ま
わ
さ
れ
て
、
設
一
皿
遠
の
内
一
回
は
日
毎
に

危
う
さ
を
増
し
て
い
た
。
偲
々
の
行
為
の
選
択
を
超
え
て
、
自
己
の

安

藤

度

生
全
体
を
ど
の
よ
う
に
決
定
す
る
か
。
そ
の
模
索
の
な
か
で
山
居
は

選
ば
れ
た
、
と
私
は
思
う
。
単
な
る
わ
が
ま
ま
で
も
、
政
争
に
敗
北

し
た
た
め
の
一
時
避
難
で
も
な
い
。
そ
し
て
な
お
山
居
の
な
か
で
、

(
4〉

模
索
は
つ
づ
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
『
山
居
賦
』
は
、
対
自
的
な

そ
の
模
索
の
表
現
で
あ
り
、
ま
た
方
法
だ
っ
た
と
私
は
考
え
た
い
。

『
山
居
賦
』
は
、
謝
霊
運
が
始
寧
に
退
居
し
た
翌
年
か
翌
々
年
、

つ
ま
り
元
嘉
元
年
(
四
二
四
〉
ま
た
は
そ
の
二
年
ハ
四
二
五
〉
に
完
成
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。
作
品
は
『
宋
室
田
』
本
伝
に
、
詳
細
な
自
注
と
と

も
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
賦
の
成
立
の
経
緯
も
明
確
に
記

さ
れ
て
あ
る
。

( 1 ) 

翠
運
父
祖
並
葬
始
寧
際
、
弁
有
故
宅
及
竪
、
途
移
籍
曾
稽
、
修
営

別
業
。
傍
山
帯
江
、
意
幽
居
之
美
。
輿
隠
士
王
弘
之
・
孔
淳
之
等

縦
放
篤
娯
、
有
終
鷲
之
士
山
0

・
:
作
山
居
賦
弁
自
注
、
以
言
其
事
。

あ

は

し

ょ

(
霊
運
の
父
祖
は
並
び
て
始
寧
県
に
葬
ら
れ
、
井
せ
て
故
宅
及
び
壁
有
り
。

遂
に
籍
を
会
穫
に
移
し
、
別
業
を
修
営
す
。
山
に
傍
ひ
江
を
帯
び
、
幽
居

の
美
を
尽
く
す
。
隠
士
王
弘
之
・
孔
淳
之
ら
と
縦
放
し
て
娯
し
み
を
為



し
、
終
駕
の
志
有
り
o

・e

・
『
山
居
斌
』
弁
び
に
自
誌
を
作
り
、
も
っ
て
そ

の
事
を
言
ふ
。
)

父
祖
の
墳
墓
の
地
に
ひ
き
こ
も
る
こ
と
が
、
謝
霊
運
に
と
っ
て
独
自

の
意
味
を
も
っ
行
為
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
返
居
す
る
に
あ
た
っ

て
、
一
ニ
十
九
歳
の
霊
運
が
「
終
駕
之
志
」
を
持
っ
た
と
い
う
の
も
、

決
意
の
重
さ
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
始
め
ら
れ
た
務
室

運
の
山
居
の
内
的
課
題
と
そ
の
畏
関
を
、
『
山
一
居
賦
』
の
構
成
に
沿

っ
て
考
察
し
た
い
。

『
山
居
賦
』
は
、
序
文
と
と
も
に
、
七
百
数
十
勾
に
及
ぶ
長
大
な

作
品
で
あ
る
。
欠
脱
が
多
く
、
正
確
な
句
数
を
定
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
全
体
は
四
十
六
の
段
落
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
自
注
で
は

そ
れ
を
章
と
呼
ん
で
い
る
の
で
、
本
論
で
も
こ
れ
を
「
章
」
と
呼

ぶ
。
四
十
六
章
を
、
本
論
で
は
六
つ
の
大
段
落
に
分
け
て
把
握
し
た

い
。
そ
れ
を
仮
に
「
段
」
と
呼
ぶ
。
『
山
居
賦
』
の
全
体
像
を
序
文

と
六
つ
の
設
に
区
分
し
て
考
え
る
も
の
と
し
て
、
以
下
に
草
・
段
の

関
係
と
大
ま
か
な
内
容
を
提
示
す
る
。

〔序〕隠
遁
者
の
住
ま
い
に
は
、
巌
棲
・
山
居
・
丘
菌
・
披
傍
の
四
種
が

あ
る
。
山
居
す
る
喜
び
を
飾
ら
ず
に
賦
す
。

(
一
章
i

一
ニ
章
〉
-

〔
第
一
段
〕

栄
名
に
こ
だ
わ
ら
ず
に
退
隠
す
る
古
人
の
生
き
方
に
共
感
す
る
。

だ
が
仲
長
統
以
下
の
住
ま
い
に
は
欠
け
た
所
が
あ
る
。

〔
第
二
段
〕
ハ
田
章
i
十
四
章
)

わ
が
祖
謝
玄
の
退
隠
こ
そ
、
時
宜
を
得
て
、
住
ま
い
は
自
然
の
美

に
満
ち
て
い
た
。
遺
訓
を
あ
お
い
で
、
こ
の
地
に
退
居
す
る
Q

〔
第
三
段
〕
ハ
十
五
章
i
二
十
六
章
〉

父
祖
以
来
の
泊
宅
は
江
(
浦
陽
江
〉
に
面
し
、
新
し
い
樹
園
も
そ
な

わ
り
、
住
む
の
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
。
草
木
が
茂
り
、
動
物
も
豊

か
だ
。
全
て
は
自
然
の
道
理
に
従
っ
て
い
る
。

〔
第
四
段
〕
ハ
二
十
七
章
i
一
二
十
二
章
)

全
て
の
生
物
は
生
き
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
と
悟
る
。
万
物
を
救

う
と
い
う
仏
の
教
え
を
承
け
て
、
一
寺
を
創
建
す
る
。

( 2 ) 

〔
第
五
段
〕
(
三
十
三
章
i
一
一
一
十
九
章
)

北
山
の
旧
居
と
南
山
の
新
居
は
、
水
路
が
通
じ
て
い
る
。
南
山
か

ら
北
山
に
帰
っ
て
行
く
と
、
山
川
・
草
木
そ
れ
ぞ
れ
に
美
し
い
。

〔
第
六
段
〕
(
四
十
千
四
十
六
章
〉

自
分
は
病
弱
で
、
様
々
の
薬
を
求
め
る
。
生
に
思
執
す
る
私
の
こ

の
さ
さ
や
か
な
心
を
葱
に
し
て
、
全
て
の
命
あ
る
も
の
を
救
お
う
。

以
上
、
霊
運
の
真
率
な
姿
勢
が
見
え
よ
う
。
他
方
ま
た
序
文
の
中

じ

つ

あ

ら

に、「一意笈一一一一口表、

tm蓄
不
意
」
(
意
笑
に
し
て
言
表
は
る
る
も
、
一
川



も
骨
一
日
は
尽
く
さ
ず
)
と
一
一
一
一
口
う
。
一
一
言
葉
の
有
限
性
を
述
べ
た
も
の
だ
が
、

逆
に
そ
の
者
限
の
一
一
一
一
口
葉
に
よ
っ
て
「
青
山
」
を
と
ら
え
よ
う
と
す
る
告

負
の
表
現
で
も
あ
る
。
言
葉
の
力
を
杖
と
し
て
自
己
の
内
部
を
探
ろ

う
と
す
る
意
志
が
、
冒
頭
か
ら
賦
の
悲
底
に
据
え
ら
れ
て
い
る
。

短
い
序
文
の
後
の
第
一
段
で
は
、
語
り
の
主
体
で
あ
る
「
説
子
」

が
現
わ
れ
る
。
謝
子
は
、
病
疾
を
か
か
え
な
が
ら
古
人
の
蓄
を
「
山

頂
」
で
読
み
、
賦
を
語
り
は
じ
め
る

第
一
段
一
意
で
は
、
黄
帝
や
十
誌
に
と
っ
て
、
山
川
の
中
に
こ
そ
真

の
住
ま
い
が
あ
っ
た
こ
と
、
文
成
公
張
良
や
陶
朱
公
花
議
が
地
位
と

名
声
を
捨
て
て
退
隠
し
た
こ
と
を
、
た
た
え
る
。
注
目
さ
れ
る
の

は
、
そ
れ
ら
に
回
執
し
て
身
を
滅
し
た
李
斯
・
控
機
と
の
比
較
に
於

い
て
張
良
ら
が
た
た
え
ら
れ
る
点
で
あ
る
。

判
身
名
之
有
排
身
名
を
判
ち
て
こ
れ
弁
有
り

機
柴
素
共
無
留
栄
一
一
孫
を
権
り
て
そ
れ
留
ま
る
無
き
は

執
如
葦
犬
之
路
既
寡
葦
犬
の
路
の
既
に
寡
く

聴
鶴
之
塗
河
出
哉
線
鶴
の
塗
何
に
か
由
る
と
敦
如
ぞ
や

処
刑
さ
れ
る
と
き
に
、
李
斯
は
犬
を
ひ
い
て
猟
を
す
る
喜
び
を
思
い
、

陵
機
は
故
郷
の
華
亭
で
鶴
の
戸
を
開
く
喜
び
を
思
っ
た
と
い
う
。
地

位
に
回
執
し
た
二
人
の
そ
の
無
残
な
死
と
、
張
良
・
花
慈
の
隠
遁
を

比
べ
れ
ば
、
ど
ち
ら
が
良
い
か
。
答
え
は
明
白
だ
が
、
そ
の
問
い
を

改
め
て
自
他
に
発
す
る
霊
運
の
内
面
に
は
、
実
は
自
己
が
李
斯
と
陸

機
の
側
に
属
し
て
い
る
と
い
う
知
覚
が
、
重
く
凝
屈
し
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
。
権
力
と
名
声
へ
の
固
執
は
愚
劣
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
愚

劣
さ
に
救
い
よ
う
も
な
く
呪
縛
さ
れ
て
い
る
自
我
が
あ
る
。
そ
の
自

我
に
向
か
っ
て
、
答
え
の
明
ら
か
な
問
い
を
こ
と
ご
と
し
く
発
す
る

と
こ
ろ
に
、
自
己
の
「
福
激
」
な
資
性
へ
の
暗
い
絶
望
と
、
に
も

か
か
わ
ら
ず
そ
れ
を
組
み
伏
せ
よ
う
と
す
る
激
越
な
意
志
が
見
ら
れ

る。
つ

ε

つ
い
て
第
一
段
二
章
と
コ
で
は
、
聖
人
が
民
衆
に
教
え
た
住

居
の
優
れ
て
い
た
こ
と
、
後
代
の
漢
の
仲
長
統
、
貌
の
応
瑛
ら
の
山

居
・
林
閣
に
は
欠
点
が
あ
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。

第
二
段
で
は
そ
れ
に
ひ
き
か
え
て
、
祖
父
謝
玄
の
穏
棲
の
み
ご
と

さ
が
語
ら
れ
る
。
(
豊
平
)

覧
明
達
之
撫
連

乗
機
紙
部
理
歎

指
歳
暮
市
野
休

一
詠
宏
徽
於
刊
鞍

狭
三
間
之
喪
江

持
望
諸
之
去
圏

選
自
然
之
耐
震

く3) 

明
達
の
運
を
撫
す
る
を
覧
る
に

機
の
紙
ざ
し
理
の
黙
す
る
に
乗
ず

歳
暮
を
指
し
て
帰
休
し

宏
徽
を
刊
勤
に
一
詠
ず

し

三
閣
の
江
に
喪
ぬ
る
を
狭
し
と
し

望
諸
の
国
を
去
り
し
を
衿
ぶ

自
然
の
神
一
農
な
る
を
選
び



泰
一
品
棲
之
一
意
得
高
棲
の
意
得
を
尽
く
す

「
明
達
」
は
、
謝
玄
を
さ
す
。
運
命
の
暗
転
に
よ
っ
て
謝
玄
が
退
居

し
た
こ
と
を
、
自
注
で
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

余
組
事
騎
建
大
功
准
・
肥
、
江
左
得
菟
横
流
之
踊
。
後
及
太
樽
銃

苑
遠
関
己
綴
。
於
是
便
求
解
駕
東
婦
、
以
遊
君
側
之
箆
。
廃
輿
擦

問
側
、
蛍
走
資
達
之
心
。
故
選
一
柳
蕗
之
所
、
以
申
高
棲
之
一
意
。
経
始

山
川
、
質
基
於
此
。

〈
余
が
担
率
続
、
大
功
を
，
注
・
胞
に
建
て
。
江
左
横
流
の
禍
を
免
かや

る
る
を
得
た
り
。
後
太
待
の
既
に
亮
ず
る
に
及
び
、
逮
図
己
に
綴

む
。
走
に
於
い
て
使
ち
駕
を
解
き
て
東
に
帰
る
を
求
め
、
以
て
君
側
の
乱

を
避
く
。
廃
車
ハ
・
隠
顕
は
、
当
に
走
れ
賢
遠
の
心
な
る
べ
し
。
故
に
神
麗

の

の
一
昨
を
選
び
、
以
て
高
援
の
意
を
申
ぶ
。
山
川
を
経
始
す
る
は
、
車
〈
に
此

に
基
一
い
す
。
〉

「
一
一
一
間
」
大
夫
(
屈
原
)
の
入
水
を
批
判
し
、
「
望
諸
」
侯
(
楽
毅
)
の

国
を
去
っ
た
の
を
尊
ん
だ
謝
玄
の
退
穏
は
、
「
神
麗
」
の
地
を
選
び
、

「
高
楼
」
の
意
を
尽
く
し
て
い
る
。
そ
の
祖
父
の
行
為
が
、
危
機
に

あ
る
笠
運
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
を
持
っ
た
。

謝
霊
運
の
山
居
は
、
祖
父
の
返
穏
を
継
承
す
る
行
為
だ
っ
た
。
む

し
ろ
、
無
意
識
の
う
ち
に
模
倣
す
る
行
為
だ
っ
た
。
霊
運
が
生
ま
れ

た
寵
後
に
、
父
謝
換
は
亡
く
な
っ
て
い
る
。
四
歳
の
と
き
に
は
、
祖

〈

5
)

父
も
地
界
し
た
。
自
注
で
「
廃
輿
・
鰭
顕
は
、
当
に
走
れ
資
遠
の
心

な
る
べ
し
」
と
亡
き
担
父
を
た
た
え
る
と
き
、
自
己
の
行
為
の
規
範

と
し
て
祖
父
を
み
つ
め
る
霊
遠
の
視
線
が
あ
ら
わ
に
な
る
。

機
々
の
危
機
に
際
し
て
、
品
一
一
皿
遼
は
た
び
た
び
祖
父
を
想
起
し
て

ハ
6
)

い
る
。
酷
薄
な
政
争
の
中
で
敗
北
し
、
中
央
か
ら
疎
外
さ
れ
、
永
嘉

郡
守
に
遷
さ
れ
る
と
い
う
情
況
の
も
と
で
、
謝
霊
還
が
自
ら
の
行
為

の
規
範
を
亡
き
祖
父
に
求
め
た
の
は
、
む
し
ろ
当
然
だ
っ
た
。

謝
霊
運
が
「
述
租
徳
」
ハ
祖
徳
を
述
ぶ
)
詩
二
首
を
制
作
し
た
の
も
、

『
山
居
賦
』
制
作
の
時
期
と
重
な
る
。
そ
の
序
に
言
う
。

太
元
中
、
王
父
禽
定
准
南
、
負
荷
世
業
、
傘
主
隆
人
。
逮
賢
相
但

謝
、
君
子
選
治
、
排
衣
蕃
岳
、
考
ト
東
山
、
事
同
楽
生
之
時
、
士
山

期
沼
議
之
挙
。

ハ
太
一
克
中
、
王
父
准
南
を
議
定
し
、
世
業
を
負
荷
し
、
主
を
尊
び
人
を
隆

お
よ

ん
に
す
。
緊
相
の
祖
謝
し
、
君
子
の
道
消
ゆ
る
に
逮
ん
で
、
衣
を
審
岳
に

払
ひ
、
ト
を
東
山
に
考
ふ
。
事
楽
生
の
時
に
同
じ
く
、
志
沼
蕗
の
挙

を
期
す
。
)

( 4 ) 

こ
う
し
た
祖
父
郡
玄
の
穏
返
の
継
承
・
模
倣
は
、
謝
霊
運
に
と
っ
て

苦
い
行
為
で
も
あ
っ
た
。
肥
水
の
戦
い
ハ
一
ニ
八
一
ニ
〉
の
赫
赫
た
る
勲

功
、
ひ
き
つ
づ
く
准
北
の
経
営
な
ど
、
謝
玄
の
存
在
の
毘
大
さ
は
誰

も
が
知
り
ぬ
い
て
い
る
。
そ
の
勲
功
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
彼
の
勇
退
は

尊
敬
さ
れ
た
。
だ
が
謝
翠
遂
の
隠
退
に
は
、
そ
の
前
半
の
勲
功
が
ま

っ
た
く
欠
け
て
い
た
。
永
嘉
に
出
さ
れ
る
痘
前
の
霊
運
に
つ
い
て
、



『
宋
設
己
本
伝
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

援
運
潟
性
編
激
、
多
祈
礎
度
。
朝
廷
唯
以
文
義
蕗
之
、
不
以
懸
賞

相
許
。
自
謂
才
能
宜
参
機
要
、
一
段
不
見
知
、
常
懐
憤
憤
。

〈
霊
運
の
性
た
る
や
福
激
に
し
て
、
多
く
礼
度
に
儲
ふ
o

朝
廷
唯
だ
文

よ
λμ

義
を
以
て
こ
れ
に
処
し
、
応
突
を
以
て
相
ひ
許
さ
ず
。
自
ら
は
才
能
宜
し

お
も

く
権
要
に
参
す
べ
し
と
謂
へ
ど
も
、
既
に
見
知
せ
ら
れ
ず
、
常
に
憤
慎
を

抱
く
。
)

お
も

「
自
ら
は
才
能
宜
し
く
権
要
に
参
す
べ
し
と
謂
」
う
と
い
う
自
己
認

識
の
な
か
に
、
肥
大
化
し
て
ゆ
く
自
負
心
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
影
に
は
祖
父
の
名
戸
へ
の
憧
れ
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
し
て
結

局
の
と
こ
ろ
、
何
の
勲
功
も
立
て
ぬ
ま
ま
に
自
ら
退
穏
す
る
こ
と
に

な
っ
た
と
き
、
祖
父
の
行
迩
の
継
承
は
苦
い
も
の
に
な
っ
て
い
た
。

続
い
て
諮
ら
れ
る
次
の
十
勾
は
、
霊
山
運
の
内
部
の
厳
し
さ
を
下
地

に
し
て
い
る
。
ハ
五
章
〉

仰
前
哲
之
遺
訓

術
性
情
之
所
使

奉
徴
躯
以
宴
息

保
自
事
以
乗
閑

惚
誕
生
之
夙
悟

織
尚
子
之
娩
研

年
輿
疾
市
借
来

前
哲
の
遺
訓
を
仰
ぎ

性
情
の
便
と
す
る
所
を
備
す

徴
躯
を
奉
じ
て
以
て
安
息
し

っ
か

自
ら
事
ふ
る
を
保
ち
て
以
て
閑
に
乗
ず

班
生
の
夙
に
悟
る
に
惚
ぢ

お

そ

き

は

泣

尚
子
の
晩
く
研
む
る
に
漸
づ

や

ま

と

も

年
は
疾
ひ
と
借
に
来
た
り

志
乗
拙
而
倶
旋
志
は
拙
に
乗
じ
て
倶
に
旋
る

謝
卒
生
於
知
遊
平
生
を
知
遊
に
謝
し

せ
い
く
わ
う

(

7

)

棲
溝
破
於
山
川
清
践
を
山
川
に
棲
ま
は
す

桂
父
を
こ
こ
で
は
「
前
哲
」
と
呼
ぶ
。
そ
の
「
遺
訓
」
に
よ
っ
て

「
自
事
」
(
自
ら
の
心
に
事
え
る
〉
す
る
こ
と
を
選
ぶ
。
そ
う
言
い
な
が

ら
、
「
尚
子
」
や
「
斑
生
」
に
対
し
て
恥
じ
い
る
自
己
を
語
る
。
祖

父
の
行
迩
と
自
己
を
比
較
す
る
意
識
が
見
え
よ
う
。
「
年
は
疾
ひ
と
借

に
来
た
」
る
と
い
う
時
間
へ
の
焦
慮
も
、
潜
在
的
に
は
、
祖
父
の
人

生
の
軌
跡
と
比
べ
て
の
焦
燥
で
あ
っ
た
。
「
志
は
拙
に
乗
じ
て
供
に

旋
る
」
と
い
う
の
は
、
穏
遁
を
決
意
し
た
自
己
の
せ
い
い
っ
ぱ
い
の

肯
定
で
あ
る
が
、
他
方
、
拙
劣
な
自
己
の
生
へ
の
苦
々
し
い
悔
恨
と

も
と
れ
る
。

だ
が
そ
う
し
た
錯
綜
す
る
内
的
情
況
を
か
か
え
た
ま
ま
、
む
し
ろ

そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
霊
運
は
「
清
憾
棋
を
山
川
に
棲
ま
は
す
」
こ
と

に
よ
っ
て
、
自
己
を
克
服
す
る
可
能
性
に
賭
け
よ
う
と
し
た
。
「
清

畷
」
の
語
は
、
『
山
居
斌
』
と
向
時
期
の
作
「
田
南
樹
園
激
流
植
援
?
一

(
田
南
に
菌
を
貯
て
流
れ
を
燦
ぎ
て
擦
を
植
う
〉
詩
に
も
見
え
る
。

ム

ん

ぎ

っ

し

り

ぞ

中
霞
昇
気
雑
中
菌
気
雑
を
扉
け

清
嬢
招
遠
風
清
類
遠
風
を
招
く

わ
が
菌
か
ら
は
「
気
雑
」
(
汚
れ
や
騒
が
し
き
〉
を
し
め
出
し
、
「
清

践
」
ハ
清
く
広
や
か
〉
な
る
こ
の
地
に
遠
き
風
を
招
き
ょ
せ
る
。
「
清

( 5 ) 



麟
」
は
、
空
間
の
清
澄
と
広
穏
を
一
一
一
一
向
う
誇
で
あ
ろ
う
。
山
居
と
い
う

場
の
も
つ
、
都
市
と
は
異
質
の
、
非
日
常
的
な
清
浄
き
で
あ
る
。

だ
が
ま
た
「
清
蹟
」
の
語
は
、
永
嘉
左
遷
の
途
次
に
作
ら
れ
た

よ
』
ぎ

「
治
始
寧
野
一
」
(
始
寧
の
野
一
に
過
る
〉
詩
に
も
既
に
現
れ
て
い
る
。

し

り

ん

泌
燐
謝
清
麟
箔
憐
清
畷
に
謝
し

ひ

で

つ

は

波
爾
漸
貞
竪
疲
務
貞
竪
に
織
づ

汚
れ
す
り
へ
り
、
疲
れ
や
つ
れ
た
私
は
、
「
清
顔
」
(
清
く
広
や
か
)

で
「
貞
堅
」
(
貞
し
く
壁
面
)
な
人
に
対
し
て
昨
恥
ず
か
し
い
。

i
i

「
清
畷
」
は
、
空
間
の
形
容
で
は
な
く
、
精
神
の
状
態
を
一
一
一
一
向
う
語
と

見
ら
れ
よ
う
。
『
文
選
』
向
注
に
は
、
「
一
一
一
一
口
我
穏
物
選
顔
、
故
一
広
慰
謝

清
畷
貞
竪
之
土
也
」
(
我
物
に
随
っ
て
遷
変
す
る
が
故
に
清
畷
貞
竪
の
士

に
磁
謝
す
と
一
広
ふ
を
品
一
一
向
ふ
な
り
〉
と
解
説
す
る
。
霊
運
に
と
っ
て
「
清

麟
」
と
は
、
外
在
す
る
自
然
の
状
態
を
さ
す
と
と
も
に
、
ま
た
内
在

す
る
精
神
状
態
を
い
う
一
誌
で
も
あ
っ
た
。
明
山
居
賦
』
の
「
清
磯
」

は
、
そ
の
両
議
を
兼
ね
た
よ
う
な
用
い
ら
れ
方
を
し
て
い
る
。

し
か
も
明
ら
か
に
「
遁
始
寧
髭
」
詩
で
は
自
己
は
「
浴
隣
」
「
疲

稀
」
で
あ
り
、
「
清
機
」
に
恥
じ
い
る
側
で
あ
る
の
に
対
し
、
吋
山
居

賦
』
で
は
、
自
ら
が
「
清
勝
」
の
側
に
立
っ
て
い
る
。
政
治
的
に
は

危
う
く
、
ま
た
現
実
と
の
間
の
平
衡
を
欠
い
た
自
負
心
に
苦
し
み
、

す
り
へ
っ
て
し
ま
っ
た
自
己
が
「
清
旗
」
で
あ
り
得
る
場

i
iそ
れ

が
「
山
川
」
だ
っ
た
。

路

自
ら
の
精
神
を
「
清
磯
」
に
保
つ
こ
と
が
、
事
実
と
し
て
謝
霊
運

に
可
能
だ
っ
た
か
と
問
う
こ
と
は
、
『
山
居
賦
』
の
批
評
と
は
次
元

の
違
う
問
題
で
あ
る
。
『
山
居
賦
』
そ
れ
自
身
は
、
「
常
に
憤
憤
を
懐
」

い
て
い
た
自
己
が
「
清
嬢
」
の
精
神
を
志
向
し
得
た
そ
の
次
元
に
於

い
て
語
ら
れ
て
い
る
。
「
清
穣
」
を
志
向
す
る
精
神
の
ま
な
ざ
し
で

「
山
川
」
を
ひ
た
す
ら
に
凝
視
す
る
こ
と
が
、
『
山
居
賦
』
の
表
現
方

法
の
基
礎
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
凝
視
の
上
に
立
っ
て
表
現
を
創

出
し
て
行
く
こ
と
が
、
「
常
に
憤
演
を
抱
」
い
て
き
た
自
己
の
超
克

へ
の
道
程
で
も
あ
っ
た
。

第
二
段
の
五
章
で
「
清
磯
を
山
川
に
棲
ま
は
す
」
と
述
べ
た
あ

と
、
つ
づ
く
六
章
か
ら
山
居
の
さ
ま
を
具
体
的
に
語
り
出
す
。
始
寧

の
別
援
は
、
湖
を
は
さ
ん
で
、
北
側
に
祖
父
以
来
の
出
宅
が
あ
り
、

謝
霊
遼
は
永
嘉
左
還
の
途
次
に
そ
こ
を
改
修
・
拡
張
し
て
い
た
。
賦

中
で
は
「
東
山
」
と
い
う
祖
父
以
来
の
呼
び
方
で
そ
こ
を
呼
ぶ
場
合

も
あ
る
し
、
「
北
山
」
と
い
う
呼
び
方
を
用
い
る
こ
と
も
あ
る
。
湖
の

南
側
に
あ
た
ら
し
く
開
い
た
宅
地
や
薗
田
を
「
南
山
」
と
呼
ぶ
の
に

対
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
六
章
か
ら
十
四
章
ま
で
、
南
山
・
北
山
を

含
む
全
体
と
し
て
の
山
居
を
中
心
に
、
そ
の
周
囲
の
景
物
を
描
く
。

あ
わ
せ
て
八
つ
の
章
を
費
し
て
羅
列
さ
れ
て
ゆ
く
そ
の
叙
景
に
は
、

( 6 ) 



固
有
名
詞
を
重
ね
た
だ
け
の
表
現
や
、
そ
れ
に
近
い
抑
制
さ
れ
た
表

現
も
多
い
。
「
山
川
」
の
姿
態
の
静
と
動
を
、
基
調
と
し
て
の
抑
制

と
そ
れ
を
ふ
り
ほ
ど
い
た
激
発
に
よ
っ
て
錨
き
わ
け
る
。
八
章
の
後

半
は
、
そ
の
激
発
に
あ
た
る
。

時
山
朋
飛
於
東
蛤
時
は
東
蛸
に
崩
飛
し

然
傍
薄
於
西
貯
撲
は
西
貯
に
傍
薄
す

排
菅
林
市
激
波
青
林
い
を
払
っ
て
波
は
激
し

さ
ざ
な
み

揮
白
沙
宿
生
漣

f

日
沙
を
揮
っ
て
漣
は
生
ず

「
鰐
」
「
繋
」
は
、
山
居
の
「
近
き
南
」
の
江
辺
に
あ
っ
た
断
崖
と
巨

石
を
品
一
一
向
う
。
両
者
の
表
現
そ
の
も
の
が
大
胆
で
動
的
で
あ
る
が
、
そ

の
崖
と
石
と
に
よ
っ
て
背
林
を
払
う
よ
う
に
波
が
激
し
、
白
沙
を
揮

う
よ
う
に
さ
、
ざ
な
み
が
生
じ
て
い
る
と
い
う
表
現
の
生
気
と
華
麗
に

は
よ
り
目
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
る
。

叙
景
の
生
動
性
が
、
羅
列
的
表
現
と
競
合
し
つ
つ
高
ま
っ
て
ゆ

く
、
と
言
え
よ
う
か
。
第
三
段
(
十
五
章
!
二
十
六
章
〉
は
、
「
北
山
」

の
「
南
街
」
と
呼
ば
れ
る
旧
居
を
中
心
に
語
ら
れ
る
。
十
五
章
で
は

そ
の
門
前
を
流
れ
る
滞
陽
一
立
を
次
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
。

し
ゃ
う
し
ゃ
う

湯

湯

驚

波

湯

湯

た

る

驚

波

あ

り

治

活

骸

浪

治

活

た

る

核

浪

あ

り

付
与
吉

一
篭
激
雷
山
別
電
の
ご
と
く
激
し
雷
の
ご
と
く
崩
れ

飛

流

漉

様

飛

流

雨

続

る

凌
絶
壁
一

m起
忠
f

絶
壁
を
凌
い
で
殺
を
起
こ
し

み

く

さ

む

ら

横
中
流
市
連
薄
中
流
に
横
ち
あ
ふ
れ
で
薄
に
連
る

あ
が

始
迅
縛
市
騰
天
始
め
迅
や
か
に
転
じ
て
天
に
騰
り

つ

ひ

た

に

あ

ら

移
倒
底
部
見
藤
一
終
に
底
を
倒
し
て
蜜
を
見
は
す

滞
陽
江
の
つ
ね
日
ご
ろ
の
様
子
の
後
に
、
い
わ
ゆ
る
海
鳴
に
つ
い

て
言
う
場
面
で
あ
る
。
逆
流
す
る
潮
の
巨
大
な
力
を
強
い
線
で
描
い

く
さ
む
ら

て
い
る
。
「
与
を
起
こ
し
」
と
い
う
垂
直
の
動
き
と
「
薄
に
連
る
」

と
い
う
水
平
の
動
き
を
対
比
さ
せ
て
、
意
識
的
な
再
構
成
が
貫
か
れ

て
も
い
る
。
「
天
に
騰
り
」
「
懇
一
を
見
は
す
」
と
い
う
上
昇
と
下
降
の

動
き
の
表
現
も
、
ま
た
同
じ
で
あ
る
。
動
態
を
絵
画
的
手
法
で
言
葉

に
表
現
す
る
執
劫
な
試
み
を
通
じ
て
、
謝
霊
運
は
実
は
自
ら
の
視
野

を
切
り
開
い
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
『
山
居
賦
』
は
叙
景
の
実
験

場
で
あ
る
。

表
現
の
意
欲
と
表
現
の
実
現
の
困
難
が
せ
め
ぎ
あ
い
な
が
ら
生
動

性
が
相
乗
し
て
ゆ
く
。
二
十
二
章
が
そ
の
例
と
な
ろ
う
。
「
北
山
」

の
木
を
描
く
所
で
あ
る
。

験
合
抱
以
隠
去
っ
斡
は
合
抱
に
し
て
以
て
専
を
隠
し

そ

ら

お

抄
千
初
荷
排
虚
秒
は
千
初
に
し
て
虚
を
排
し
ひ
ら
く

し
の

凌
向
上
市
喬
採
向
上
を
凌
ぎ
て
喬
療
し

蔭
滴
下
部
扶
疏
滴
下
を
護
ひ
て
扶
疏
た
り

沿
長
谷
以
額
料
長
き
谷
に
沿
ひ
て
以
て
柄
を
鎮
け

( 7 ) 



お

協

同

み

ち

さ

携
積
石
以
揺
街
積
め
る
石
を
擦
ひ
て
以
て
衡
に
挿
し
い
さ
つ

華
映
氷
雨
増
光
華
は
水
に
映
じ
て
光
を
増
し

集
結
風
部
回
数
気
は
風
を
結
ん
で
回
り
敷
く

四
一
一
一
一
同
が
六
一
一
一
一
同
句
に
展
開
し
た
瞬
間
に
、
生
気
に
み
ち
た
、
し
か
し
あ

く
ま
で
も
静
諸
な
表
現
の
世
界
が
広
が
る
。
た
と
え
ば
「
秒
は
千
初

そ

ら

お

に
し
て
虚
を
排
し
ひ
ら
く
」
と
い
う
表
現
は
、
大
木
を
下
か
ら
見
あ

げ
た
そ
の
視
線
の
果
て
に
、
こ
ず
え
が
虚
空
を
お
し
ひ
ら
い
て
ゆ
く

よ
う
に
伸
び
る
姿
を
、
確
実
に
言
葉
に
実
現
し
て
い
る
。
「
華
は
水

に
映
じ
て
光
を
増
し
」
て
い
る
と
い
う
表
現
は
、
水
辺
の
花
が
そ
の

姿
を
水
面
に
映
し
、
ま
た
水
面
に
反
射
す
る
光
が
も
と
の
花
の
輝
き

を
増
す
瞬
間
を
、
結
晶
さ
せ
て
い
る
。

『
山
居
賦
』
の
相
当
な
部
分
が
こ
う
し
た
叙
景
に
よ
っ
て
占
め
ら

れ
る
。
霊
運
は
な
ぜ
こ
こ
ま
で
、
叙
景
に
執
劫
に
没
入
し
た
の
か
。

霊
運
に
と
っ
て
山
居
と
い
う
行
為
そ
の
も
の
が
、
「
常
に
憤
演
を
抱
」

い
て
い
た
自
己
の
超
克
の
た
め
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
そ
の
場
に
於

け
る
表
現
も
、
よ
り
鋭
い
自
己
超
克
の
行
為
だ
っ
た
。
煩
悶
し
つ
づ

け
る
自
我
を
自
ら
救
う
た
め
に
山
居
は
選
ば
れ
た
が
、
そ
の
救
済
を

実
体
化
し
得
る
の
は
、
表
現
だ
っ
た
。
彼
は
山
居
の
開
始
を
「
清
畷

を
山
川
に
棲
ま
は
す
」
と
諮
っ
た
。
山
居
の
清
浄
な
空
間
、
そ
の
場

の
非
日
常
的
な
力
が
自
ら
を
解
放
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
一
一
一
一
同
葉
で
あ

る
。
だ
が
、
そ
れ
が
こ
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
た
瞬
間
、
逆
に
「
山
川
」

を
「
清
嬢
」
な
る
心
の
中
に
内
面
化
す
る
行
為
が
始
ま
っ
て
い
る
。

精
神
の
「
清
畷
」
の
中
に
「
山
川
」
の
美
を
内
在
化
さ
せ
る
行
為
が

始
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
言
葉
に
よ
る
表
現
を
通
じ
て
、
霊
運
は

自
然
の
美
を
内
面
化
し
つ
づ
け
て
ゆ
く
。

(
9〉

謝
霊
還
が
〈
理
〉
に
国
執
し
た
人
間
で
あ
る
こ
と
は
、
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
。
存
在
の
道
理
に
産
裁
に
わ
け
入
ろ
う
と
す
る
性
向
は
、

彼
の
山
水
詩
に
顕
著
に
見
出
だ
せ
る
。
だ
が
、
そ
の
ま
ま
の
郎
自
的

な
〈
理
〉
へ
の
没
入
は
、
『
山
居
賦
』
で
は
抑
え
ら
れ
て
い
て
、
作

品
の
主
要
な
部
分
は
山
水
の
〈
美
〉
の
描
写
と
い
う
形
に
な
っ
て
い

る
。
そ
れ
は
何
よ
り
も
山
水
の
〈
美
〉
の
内
面
化
が
、
霊
運
の
精
神

を
み
た
し
、
煩
悶
か
ら
の
超
克
を
可
能
に
し
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
に

あ
っ
て
は
、
〈
美
〉
を
内
在
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
〈
理
〉
が
深
化

す
る
。
そ
れ
が
彼
を
徹
底
し
た
「
山
川
」
の
叙
景
へ
と
つ
き
動
か
し

た
。
〈
理
〉
が
自
ら
の
姿
を
癒
し
終
え
た
所
に
、
〈
美
〉
は
誕
生
す

る
。
そ
の
よ
う
な
対
象
と
し
て
山
水
の
〈
美
〉
を
凝
視
し
、
そ
の
表

現
に
没
入
し
た
の
で
あ
る
。
霊
還
の
側
か
ら
す
れ
ば
、
〈
美
〉
の
凝

視
と
表
現
が
、
新
し
い
〈
理
〉
の
把
握
を
可
能
に
し
た
の
だ
。
自
然

描
写
と
見
え
る
行
為
が
、
実
は
新
た
な
認
識
を
開
く
過
程
で
も
あ
っ

た
の
だ
。

( 8 ) 

五



『
山
居
賦
』
は
展
開
の
過
程
で
叙
景
か
ら
遠
心
的
に
哲
理
を
析
出

さ
せ
て
ゆ
く
。
第
四
段
か
ら
後
は
、
仏
教
の
哲
理
を
諮
る
場
面
が
多

く
な
る
。
第
三
段
の
終
り
の
部
分
(
二
十
四
章
i
二
十
六
章
)
で
「
北

山
」
の
魚
・
鳥
・
獣
な
ど
を
列
挙
し
た
の
を
承
け
る
形
で
、
第
四
段

は
次
の
よ
う
に
始
ま
る
。
(
二
十
七
章
〉

び
ん
り
ん

絡

給

不

投

絡

総

は

投

ぜ

ず

し

や

ら

ひ

ら

室

羅

不

披

宣

羅

は

披

か

ず

は

ん

よ

く

な

硲

で

燥

用

揺

で

用

い

る

擁

く

て

い

せ

ん

ほ

ど

こ

蹄
伎
一
一
誰
施
蹄
笠
誰
か
施
さ
んか

ん
が

鑑
虎
狼
之
有
仁
虎
狼
の
仁
有
る
に
鑑
み

は
て

傷
遂
欲
之
無
山
庄
欲
を
遂
ぐ
る
の
山
虚
無
き
を
傷
む

願
弱
一
齢
一
間
渉
道
弱
齢
よ
り
し
て
道
に
蹴
る
を
黙
り
み
る
に

み

よ

る

悟
好
生
之
威
宜
生
を
好
む
の
威
な
宜
し
き
を
悟
る

し
た
が

率
所
由
以
及
物
出
る
所
に
率
ひ
て
以
て
物
に
及
ぼ
せ
ば

A
w
m

こルヤ

諒
不
遠
之
在
斯
諒
に
遠
か
ら
ず
し
て
こ
れ
斯
に
在
り

お

う

い

う

え

つ

よ

撫
鶴
鰍
市
慢
強
鴎
鰍
を
撫
し
て
悦
子
し

社
機
心
於
林
池
機
心
を
林
池
に
杜
さ
ん

山
川
に
み
ち
る
動
物
た
ち
を
畏
に
か
け
た
り
は
し
な
い
。
少
年
の
こ

ろ
か
ら
仏
道
に
足
を
ふ
み
い
れ
た
こ
と
を
ふ
り
か
え
る
と
、
生
き
者

が
生
を
い
と
お
し
む
こ
と
の
全
て
が
正
し
い
と
悟
っ
た
。
そ
の
さ
さ

や
か
な
思
い
を
万
物
に
及
ぼ
せ
ば
、
仁
愛
と
い
う
も
の
も
遠
く
で
は

な
く
、
今
こ
こ
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。

i
i
「
虎
狼
」
に
仁
が
あ
る

と
い
う
の
は
『
荘
子
』
天
運
篇
の
語
で
あ
り
、
自
注
に
も
出
典
を
明

示
す
る
が
、
そ
れ
を
自
ら
の
認
識
と
し
得
た
の
は
、
『
山
居
賦
』
の

こ
こ
ま
で
の
表
現
行
為
そ
の
も
の
に
よ
る
。
山
川
を
凝
視
し
、
山
川

に
み
ち
る
生
命
を
凝
視
し
、
そ
れ
を
表
現
し
つ
づ
け
た
結
果
と
し
て

よ
ろ

訪
れ
た
啓
示
な
の
だ
。
「
生
を
好
む
の
威
な
宜
し
き
を
悟
る
」
と
い

う
一
一
一
一
口
葉
が
重
い
の
は
、
そ
の
た
め
で
あ
る
。
自
注
に
言
う
。

自
弱
齢
奉
法
、
故
得
免
殺
生
之
事
。
荷
此
悟
寓
物
好
生
之
理
。
易

一
去
、
、
「
不
遠
復
、
無
祇
慢
。
」
佐
川
乗
此
得
以
入
道
。

(
弱
齢
よ
り
、
法
を
奉
ず
、
故
に
殺
生
の
事
を
免
る
。
荷
に
此
れ
万
物
好
生

の
理
を
悟
る
。
易
に
云
ふ
、
「
遠
か
ら
ず
し
て
復
る
、
紙
れ
悔
い
る
こ
と

無
し
」
と
。
庶
ひ
ね
が
は
く
は
、
此
れ
に
乗
じ
て
以
て
道
に
入
る
を
得
ん

こ
と
を
。
〉

( 9 ) 

山
居
の
万
物
を
羅
列
し
、
ま
た
そ
の
〈
美
〉
を
描
い
て
き
た
『
山
居

賦
』
は
、
そ
の
果
て
に
「
寓
物
好
生
」
の
〈
理
〉
を
ひ
き
ょ
せ
る
。

霊
運
は
そ
れ
を
よ
す
が
に
「
道
に
入
る
を
得
ん
」
と
願
う
。

注
意
せ
ず
に
い
ら
れ
な
い
の
は
、
『
山
居
斌
』
の
こ
う
し
た
哲
理

が
、
同
時
期
に
制
作
さ
れ
た
山
水
詩
の
そ
れ
と
、
性
格
を
異
に
し
て

い
る
点
で
あ
る
。
「
従
斤
竹
潤
越
山
領
渓
行
!
一
ハ
斤
竹
潤
よ
り
嶺
を
越
え
て

渓
行
す
)
詩
の
末
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

情
用
賞
震
美
情
は
賞
を
用
て
美
を
為
す



く

ら

つ

ひ

事
味
寛
誰
繰
事
味
く
し
て
寛
に
誰
か
弁
ぜ
ん

み

わ

す

観
此
遺
物
慮
此
れ
を
観
て
物
慮
を
遺
れ

一
一
惜
得
所
建
一
た
び
悟
り
て
遺
る
所
を
得
た
り

こ
こ
で
の
〈
理
〉
は
、
徹
底
し
て
内
向
的
で
あ
る
。
「
物
慮
」
を
忘

ゃ

れ
、
是
非
を
「
遺
る
一
助
」
を
手
に
入
れ
た
と
い
う
の
は
、
他
者
と
の

(
直
接
的
な
)
相
互
関
係
を
持
た
な
い
。
「
悟
」
っ
た
こ
と
の
中
味
は
、

自
己
の
主
観
に
終
始
し
て
い
る
。
ま
た
「
石
壁
精
舎
還
湖
中
作
」

〈
石
壁
精
舎
よ
り
湖
中
に
還
る
の
作
)
詩
の
末
に
も
、
同
じ
性
格
の
〈
理
〉

が
諮
ら
れ
る
。

お

も

や

す

お

の

ず

い
庖
務
物
自
軽
慮
ひ
務
ら
か
な
れ
ば
物
自
か
ら
軽
く

』

ふ

る

か

な

た

が

一
定
憾
理
無
遠
意
憾
へ
ば
理
違
ふ
こ
と
無
し

寄
一
一
一
一
同
婚
生
客
一
一
一
一
口
を
寄
す
摂
生
の
客
に

-
}
U
i
W
3
 

試
用
此
道
推
試
み
に
此
の
道
を
用
ひ
て
推
せ

こ
れ
が
仏
教
の
諦
観
を
諮
っ
て
い
る
と
す
る
衣
川
賢
次
氏
の
指
摘
が

(
刊
)

あ
る
。
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
諦
観
の
方
向
性
を
一
一
一
一
口
う
な
ら

ば
、
内
向
的
と
言
え
よ
う
。

他
方
『
山
居
賦
』
は
、
同
じ
く
仏
理
を
語
る
に
し
て
も
、
そ
れ
を

「
寓
物
」
の
救
済
の
〈
理
〉
と
し
て
語
ろ
う
と
す
る
。
そ
の
よ
う
な

意
味
で
、
『
山
居
賦
』
、
が
ひ
き
よ
せ
て
い
る
〈
理
〉
は
、
外
向
的
な
性

格
を
持
つ
。
(
も
ち
ろ
ん
、
内
向
的
と
一
一
一
一
ロ
い
外
向
的
と
言
っ
た
の
は
、
方
向

性
を
指
す
の
で
あ
っ
て
、
円
優
劣
υ

は
全
く
問
題
に
し
て
い
な
い
。
〉
二
十
八

章
で
次
の
よ
う
に
言
う
の
は
、

い
る
だ
ろ
う
。

敬
承
翠
詰
敬
し
ん
で
聖
-
詰
を
承
け

う
や
う
や

恭

窮

前

経

恭

し

く

前

経

を

窺

ふ

に

山

野

昭

畷

山

野

は

昭

顔

に

し

て

家
落
遊
躍
緊
落
は
撞
躍
な
り
と
い
へ
り

ぐ

ぜ

い

故
大
慈
之
弘
誓
故
に
大
慈
の
弘
警
は

り

ん

け

い

す

く

強
豪
物
之
論
傾
群
物
の
論
傾
を
誌
は
ん
と
す

こ
の
章
か
ら
、
山
居
の
意
味
そ
の
も
の
が
、
謝
霊
運
に
と
っ
て
変
化

し
て
く
る
の
で
あ
る
。
聖
な
る
仏
の
教
え
を
う
け
、
経
典
を
う
か
が

っ
て
み
る
と
、
「
山
野
」
は
「
昭
蹟
」
(
清
ら
か
で
広
い
〉
だ
が
、
「
砿
界

一
治
」
は
「
趨
腹
」
(
な
ま
ぐ
さ
い
)
で
あ
る
と
い
う
。
そ
こ
で
仏
は
大し

ず

慈
悲
心
に
基
い
た
弘
大
な
警
い
を
立
て
、
万
物
、
こ
と
に
人
間
の
論

み
ゆ
く
の
を
救
お
う
と
し
た
。

i
i
i霊
運
は
、
そ
れ
に
な
ら
お
う
と

す
る
。
出
発
点
に
お
い
て
自
己
救
済
の
た
め
の
山
居
だ
っ
た
も
の

す
く

が
、
こ
こ
で
は
「
群
物
の
論
傾
を
怒
」
う
た
め
の
も
の
に
意
味
が
変

化
も
し
く
は
拡
大
し
て
い
る
。

ハロ)

そ
の
具
体
化
と
し
て
霊
運
が
別
野
一
の
「
北
山
」
〈
東
山
)
の
一
谷
に

開
い
た
寺
が
、
石
壁
精
舎
だ
っ
た
。
二
十
九
章
は
そ
の
創
建
を
述
べ

る。

よ
り
広
く
外
に
'
向
か
っ
て
間
関
か
れ
て

( 10 ) 

受
初
経
略

愛
に
初
め
て
経
路
し



ひ

と

ゆ

杖
策
孤
征
策
を
杖
っ
き
て
孤
り
征
く

た

に

わ

一

た

入
潤
水
浄
澗
に
入
り
て
水
を
渉
り

登
山
領
山
行
山
僚
を
登
り
て
山
を
行
く

し
の

陵
頂
不
怠
演
を
陵
ぐ
も
患
は
ず

き

は

と

ど

窮
泉
不
停
泉
を
窮
む
る
も
停
ま
ら
ず

ノ
¥
、
レ
丸
、
〆
、

櫛
同
州
泳
雨
風
に
掛
け
づ
り
て
雨
に
泳
し

犯
露
乗
星
露
を
犯
し
て
星
に
来
、
ず

研
其
浅
田
川
そ
の
浅
き
忠
ひ
を
研
、
き

っ
た
な
は
か
り
ご
と
つ

務
其
一
一
銭
規
そ
の
短
き
規
を
響
く
さ
ん

こ
う
し
て
歩
き
ま
わ
っ
た
果
て
に
、
良
い
場
所
を
選
び
精
舎
を
建
て

る
。
次
々
に
経
台
・
講
堂
・
禅
室
・
僧
一
男
を
設
け
た
と
あ
る
か
ら
、

(
は
)

小
と
は
い
え
本
格
的
な
寺
院
で
あ
る
。
そ
こ
に
曇
経
・
法
流
ら
の
備

を
招
い
た
こ
と
は
、
一
ニ
十
寧
に
述
、
べ
ら
れ
る
。
精
舎
を
建
立
す
べ
く

山
野
を
抜
渉
す
る
翠
運
の
す
が
た
は
、
輝
き
に
み
ち
て
い
る
。
『
山

居
賦
』
の
文
脈
に
於
い
て
は
、
そ
れ
は
「
豪
物
」
を
救
う
た
め
の
、

外
に
向
か
っ
て

mm
か
れ
た
認
識
に
基
く
行
為
だ
っ
た
。

....l叫
ノ、

第
五
段
(
コ
子
三
章
i
一
ニ
十
九
章
〉
で
は
、
「
南
山
」
に
新
し
く
開
い

た
居
宅
が
描
か
れ
、
ま
た
「
南
山
」
及
び
「
北
山
」
の
間
の
自
然
描

写
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
。
改
め
て
山
居
の
〈
美
〉
が
表
現
さ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
〈
理
〉
の
新
し
い
顕
現
が
可
能
に
な
る
。
「
山
川
」

の
た
た
ず
ま
い
を
再
び
凝
視
す
る
こ
と
が
、
新
た
な
〈
理
〉
の
展
開

の
力
に
な
っ
て
ゆ
く
。
一
言
葉
の
力
へ
の
自
負
と
、
表
現
へ
の
真
率
な

努
力
が
、
こ
こ
で
も
貫
か
れ
る
。

第
六
段
ハ
四
十
点
門

T
四
十
六
章
)
は
、
仏
理
へ
の
傾
倒
を
諮
る
が
、

そ
れ
は
第
四
段
の
く
り
か
え
し
で
は
な
い
。
自
己
の
弱
さ
と
迷
妄
を

ふ
ま
え
な
が
ら
、
逆
に
そ
れ
を
力
に
自
他
を
救
お
う
と
す
る
の
で
あ

る
。
第
四
段
で
「
高
物
」
を
教
う
〈
理
〉
と
し
て
外
向
、
ぎ
に
仏
法
を

と
ら
え
て
い
た
も
の
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
「
蔦
物
」
の
中
に
自
己

を
見
出
し
て
い
る
。
い
や
、
表
現
の
す
じ
み
ち
に
従
え
ば
、
自
己
の

迷
い
を
み
つ
め
な
お
す
内
向
的
な
、
ま
な
ざ
し
を
通
じ
て
、
外
向
的

に
「
寓
物
」
を
救
お
う
と
す
る
仏
の
〈
理
〉
の
意
味
を
と
ら
え
か
え

す
の
で
あ
る
。
第
六
段
の
冒
頭
、
四
十
章
は
、
自
己
の
迷
い
と
弱
さ

( 11 ) 

を
と
ら
え
て
次
の
よ
う
に
始
ま
っ
て
い
る
。

弱
質
難
箆
弱
質
桓
な
り
難
く

ほ

ろ

や

す

類
齢
易
喪
類
齢
喪
び
易
し

撫
援
生
悲
髪
を
撫
し
て
は
悲
し
み
を
生
じ

説
顔
自
傷
顔
を
祝
て
は
自
ら
傷
む

近
付
き
つ
つ
あ
る
死
へ
の
恐
れ
は
、
『
山
居
賦
』
の
冒
頭
か
ら
、
一

つ
の
底
流
だ
っ
た
。
語
り
の
主
体
「
謝
子
」
は
「
疾
」
を
抱
い
て
い

た
が
、
「
弱
質
」
は
再
び
噴
出
す
る
。
っ
さ
つ
い
て
四
十
章
で
は
、
薬



を
さ
が
し
求
め
る
あ
り
さ
ま
を
語
る
。
そ
し
て
四
十
一
章
で
は
、
冬

あ
ん
ご

夏
の
「
安
居
」
の
さ
ま
を
述
べ
、
こ
う
言
う
。

乗
此
心
之
一
豪
此
の
心
の
一
家
に
乗
じ
て

・4
9
r

、

済
彼
生
之
寓
理
彼
の
生
あ
る
も
の
の
万
理
を
済
は
ん

一
す
じ
の
毛
の
よ
う
に
弱
く
か
す
か
な
わ
が
心
に
乗
じ
て
、
生
あ
る

も
の
の
無
数
の
〈
理
〉
を
救
お
う
。

i
j死
を
恐
れ
て
薬
を
さ
が
し

つ
づ
け
る
自
分
を
の
り
こ
え
る
形
で
、
万
物
の
存
在
理
由
、
ま
た

は
存
在
理
由
を
持
つ
万
物
を
救
お
う
、
と
言
う
。
自
己
の
弱
さ
を
逆

転
し
て
力
に
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
賦
の
志
向
す
る
所
が
自
己
超
克

だ
っ
た
か
ら
だ
。

四
十
二
章
で
は
、
よ
り
具
体
的
に
、
自
ら
の
心
の
動
き
が
語
ら
れ

る。分 見生
のてき放分客機以好
姿女IJ る高一景命我生
、るも族住之之市之
そこの之之敷設 1OI).誇
れと Tこ i絞イ二
ががち葉ií~ 心
までが
たき生万一景み命我生;
万るを族往ののをを
物。いのの歓2尽tJ.、好
の死と i投仁びこくてむ
姿を お 難 心 をる観みの
で恐しをを荏2をん篤
もれむ抜分るぽ健Z き
あ、深かか れ は
るヨ三さんち
。の t主
だ歓
か楽 自
らを分
、む自

わさ身
がほの
ーる姿
す自を

じ
の
仁
心
を
抱
に
も
分
か
ち
、
全
て
の
生
あ
る
脱
げ
苦
し
み
を
取
り

の
ぞ
こ
う
。

i
l
i
つ
づ
け
て
自
注
は
一
一
一
一
口
う
。

云
物
皆
好
生
、
但
以
我
市
観
、
使
可
知
彼
之
情
。

ハ
物
皆
生
を
好
む
、
但
だ
我
を
以
て
観
れ
ば
、
使
、
ち
彼
の
情
を
知
る
べ
き

を
云
ふ
。
〉

自
己
の
生
命
に
酉
執
し
て
い
る
自
己

i
iそ
れ
を
否
定
的
に
迷
妄
と

し
て
だ
け
見
る
視
点
を
離
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自
己
と
「
寓
族
」
と

の
一
体
性
を
と
ら
え
自
我
と
他
者
を
と
も
に
救
お
う
と
一
一
一
一
口
う
の
で
あ

る。
霊
運
は
自
己
の
認
識
を
開
く
こ
と
に
対
し
て
、
こ
の
よ
う
に
懸
命

で
あ
っ
た
。
か
っ
そ
の
実
現
は
、
表
現
へ
の
長
い
努
力
に
支
え
ら
れ

て
い
た
。
四
十
四
章
で
は
「
援
紙
握
管
」
(
紙
を
一
絞
り
都
を
握
り
)

し
て
「
山
棲
」
す
る
己
を
描
く
。

研
精
静
慮
静
態
を
研
精
し

上
貝
観
政
美
そ
の
美
を
貞
観
す

一i

静
慮
」
と
「
貞
観
」
を
重
ね
て
結
実
す
る
表
現
は
新
た
な
認
識
の

啓
示
で
も
あ
っ
た
。

自
意
識
に
煩
悶
す
る
自
己
を
の
り
こ
え
る
こ
と
を
潜
在
的
な
課
題

と
し
て
山
居
は
開
始
さ
れ
、
円
山
居
賦
』
は
自
己
超
克
の
模
索
を
展
開

し
た
。
叙
景
を
方
法
と
し
な
が
ら
、
表
現
の
展
開
の
彼
方
に
新
し
い

認
識
の
開
か
れ
る
こ
と
を
求
め
て
、
霊
運
は
賦
の
制
作
に
と
り
く
ん

( 12 ) 



だ
と
忠
わ
れ
る
。
外
へ
広
が
る
視
野
が
つ
い
に
万
物
の
存
在
理
由
を

実
感
さ
せ
、
彼
の
認
識
は
飛
躍
し
得
た
だ
ろ
う
が
、
そ
の
思
想
へ
の

評
価
は
本
論
の
問
う
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
表
現
を
通
じ
て
認
識
を
開

い
て
ゆ
く
、
そ
の
激
し
い
意
欲
と
営
為
に
注
摂
し
た
い
と
岡
山
う
の

だ
。
謝
霊
運
の
表
現
行
為
へ
の
意
欲
は
、
彼
の
「
編
激
」
の
一
局
面

と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。
山
居
を
通
じ
て
、
ま
た
『
山
居
賦
』
の
表
現

を
通
じ
て
、
現
実
へ
の
独
自
の
意
志
的
関
わ
り
と
し
て
、
霊
運
は
仏

教
の
哲
理
を
と
ら
え
か
え
し
た
。
山
居
と
い
う
場
の
力
と
、
表
現
の

解
放
力
と
を
、
『
山
居
賦
』
は
示
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
逆

に
、
山
居
を
離
れ
て
政
治
社
会
に
も
ど
る
と
き
、
霊
運
が
さ
ら
さ
れ

る
危
機
の
深
さ
を
も
、
こ
の
斌
は
示
し
て
い
る
。

注〈
1
)

『
宋
書
』
巻
六
十
七
・
謝
護
運
伝
。

(

2

)

『
宋
骨
一
日
』
謝
盤
運
伝
に
、
「
盤
漣
震
性
編
激
、
多
怨
耀
度
。
」
と
あ
る
の

に
よ
る
。
(
後
出
)

ハ
3
〉
『
宋
蓄
』
謝
護
運
伝
に
、
「
少
一
帝
部
位
、
擢
在
大
臣
。
盤
運
構
扇
異
向
、

非
致
執
政
。
可
徒
徐
羨
之
等
患
之
、
出
笹
川
永
嘉
太
守
。
」
な
ど
と
あ
る
。

ハ
4
)

『
出
居
賦
』
は
、
『
宋
書
』
謝
盛
運
伝
(
中
華
書
局
版
〉
に
よ
り
、
顧

紹
柏
『
謝
護
運
集
校
在
』
(
中
川
川
古
籍
出
版
社
)
に
よ
っ
て
校
し
た
。
ま

た
森
野
繁
夫
『
謝
康
柴
詩
集
』
〈
白
帝
社
)
に
も
注
訳
と
と
も
に
収
め
ら

れ
て
お
り
、
多
大
の
思
惑
を
被
っ
た
。

(

5

)

願
紹
柏
『
謝
護
運
集
校
注
』
の
附
録
二
「
謝
護
運
生
卒
事
迩
及
懸
年
」

の
説
。

〈
6
〉
義
照
十
一
一
一
年
(
四
一
七
)
、
北
伐
に
出
た
製
裕
を
慰
労
せ
よ
と
い
う

気
の
そ
ま
ぬ
朝
命
を
受
け
た
と
き
、
『
撰
征
賦
』
の
中
で
謝
玄
を
讃
え
て

い
る
の
が
、
一
例
と
な
ろ
う
。

(
7
〉
森
野
氏
前
掲
警
で
は
「
清
臓
に
山
川
に
棲
む
」
と
読
み
、
「
清
瞭
」
を

場
所
の
状
態
と
解
し
て
お
ら
れ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
私
は
そ
の
読

み
方
及
び
解
釈
に
従
わ
な
い
部
分
が
あ
っ
た
。

(

8

)

『
大
辞
林
』
に
よ
れ
ば
、
「
満
潮
の
際
に
潮
流
の
前
面
が
垂
直
の
壁
と

な
り
、
砕
け
な
が
ら
川
の
上
流
へ
さ
か
の
ぼ
る
現
象
。
」

(

9

)

小
尾
郊
一
『
謝
護
運
の
山
水
詩
』
(
日
本
中
盟
事
曾
報
二
十
集
〉
、
衣

川
賢
次
『
謝
盤
運
山
水
詩
論
l
j山
水
の
な
か
の
憧
験
と
詩
i
a
t
-
-

』
(
間
三

十
六
集
)
な
ど
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

(m〉
衣
川
氏
前
掲
書
、
一

O
五
頁
な
ど
。

(
日
)
顧
紹
柏
前
掲
書
、
四
一
三
頁
な
ど
に
よ
る
。

(
ロ
〉
，
呉
功
正
『
六
朝
間
間
杯
』
に
よ
れ
ば
、
霊
雲
の
別
壁
は
中
規
模
の
も
の

と
い
う
こ
と
に
な
る
(
一
回
頁
)
が
、
そ
れ
は
漢
代
の
菌
林
と
の
比
較
で

ふのス
vo
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